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※各研修は、応募者多数の場合、締め切りを早めることや、先着順等で受講者を決定するこ

とがあります。 

    

研 修 名 ページ 申込期限 

訪問時等における⾏政対象暴⼒への対応研修 P.2 ８月 24 日（水） 

育児休業取得者・育児休業復帰職員研修 

育休仲間★スマホ de 交流会 
P.4 10 月７日（⾦） 

採⽤２年次職員研修 P.6 

９月２日（⾦） 

採⽤３年次職員研修 P.8 

 採⽤５年次職員研修 P.10 

採⽤２・３・５年次研修 テーマ⼀覧 P.12 

採⽤２・３・５年次研修 受講モデル（例） P.17 

係⻑昇任 2〜5 年次研修  e ラーニング申込（概要） P.18  

研修受講に関するお知らせ P.22  

LMS（学習管理システム）での申込⽅法 P.24  

上⻑（承認者）操作マニュアル P.32  

今月号（令和４年８月号）掲載の研修⼀覧 

日程等の詳細については、各研修の掲載ページにてご確認ください。 
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市職員は、職務の中で、勤務公署外（例えば市民の自宅等）を訪問して、直接面談や交渉、調査を

行う場合に、相手方から威圧的言動、暴行、脅迫、セクハラ行為等を受ける危険もはらんでおり、普

段から十分に対策を行う必要があります。 

本研修では、そういった勤務公署外訪問時等における市職員の安全確保を目的に、危険から身を守

る実践的なノウハウを、兵庫県警察から講師を招いて、実技を含めて学びます。 
 

 

職員一般 約２0 名 （市民の自宅等、勤務公署外の訪問を伴う業務を担当する職員） 

※ 各区福祉事務所からのご参加につきましては、別途ご案内いたします。 

 

 

 

日程：令和４年９月５日（月） 15:00～17:30 

場所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階）第１研修室 

 

 

講師：兵庫県警察本部よりお招きします（刑事部組織犯罪対策局暴力団対策課 ほか） 

※実技研修を含みますので、動きやすい服装でお越しください。 

 
 

 

 

受講を希望される方は、神戸市 LMS にログインし、「2022 年度訪問時等における行政対象暴

力への対応研修」を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待ち申込が

可能です。 

【先着順 締切：８／24（水）】 

申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡 (研修名: 2022 年度訪問時等に 

おける行政対象暴力への対応研修」)」E メールが 届きます。 

 

カリキュラム 

（予定） 

研修内容 （１）講義形式 ＋ （２）実技形式 

（１）講義形式 

①市行財政局   勤務公署外訪問時の安全確保に向けた市の取組み 

②兵庫県警察   応対時の心構え等 

  ＜休憩＞ 

（２）実技形式 

③兵庫県警察    危機回避、護身術 等 

④質問 等                               

訪問時等における行政対象暴力への対応研修 

（協力：兵庫県警察本部） 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．講 師・カリキュラム 

１．目 的 

５．申込方法 
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（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく 

ださい。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等）

をしてください。 

（5）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（６）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。 

（手話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないような机の配置を配慮し 

てほしいなど） 

 

 

  【担当】： 研修内容に関すること 

         行財政局行政管理課 一ノ宮・山川 Ｅ-mail：kansatsu@office.city.kobe.lg.jp 

       研修の応募に関すること 

行財政局職員研修所 藤田・岩崎 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 

６．その他 
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育児休業中の方も、育児休業から復帰された方も、仕事や子育てのことで気になることは多いですよね。

ぜひこの交流会で、「育休仲間」同士で意見交換や、先輩職員からのアドバイスを聞いて、仕事も子育

てもいきいきと取り組むためのヒントを得てください。そして、子育て中の職員同士のネットワークづ

くりの機会にしていただければと思います。 

今年も、オンラインで実施します。お子さまとご一緒に、ご自宅からご参加下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   育児休業中及び育児休業から復帰した職員に対して、直近の市政や両立支援制度の情報を提供すると

ともに、育児休業を取得した職員同士での情報交換を通じて、復帰後の仕事と育児の両立に向けたサポ

ートとキャリア形成支援を図ります。 
 
 
   行政職給料表の適用を受ける職員（適用相当職員を含む）及び医療職（２）給料表の適用を受ける 

保健師、消防職のうち、次の①または②に該当するもの 

①研修実施日時点において育児休業取得中の職員 

②令和３年 10 月１日～研修実施日時点で復帰（復帰予定）の職員 

 ※いずれも希望者のみ。 

 
 

   （日 時）①令和４年 10 月 20 日（木）10:00～12:00  

②令和４年 10 月 21 日（金）10:00～12:00  いずれか 1 回（2 時間） 

（場 所）職場または自宅 職員研修所での受講も可（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 
 
    (１)市政等に関する情報提供 

    (２)育休から復帰した職員の体験談  

    (３)参加者同士の情報交換 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得者・育児休業復帰職員研修 

育休仲間★スマホ de 交流会 

１．目 的 

２．対象者 
 

３．日時・場所 
 

４．内容（予定） 
 

①は担当の際に育休を取得し復帰された職員 

②は係長級の方が育休を取得し復帰された体験談を

お話しいただきます。（予定） 

今 年 も 
オンライン︕ 

 

 

 
オンラインのため、⼦供を⾒ながら参加
出来たのがとても良かったです。⾊んな
方のお話が聞けたこと、久しぶりに会社
の方との会話は楽しかったです。 
 

同じ境遇の方々とお話できて、 
とても有意義な研修でした。復帰前にこの 
ようにオンラインで研修を受講できるのは 

ありがたかったです。 

復職するにあたって、どのような制度
を使うか悩んでいたため、制度の内容
に加えて、その制度を利⽤している⼈
の割合を教えていただけたのも参考
になりました。 

昨年度参加者の感想 
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受講場所は、職場・自宅または職員研修所のいずれか選択できます。 

受講を希望される方は、下記のURL もしくは右のコードからお申込みください。 

※今年度、託児サービスはありません。職員研修所において、お子さま連れの 

参加はできませんのでご注意ください。 

                       【締切：10／７（金）】 

▼インターネット用 PC からアクセスしてください 

https://www.city.kobe.lg.jp/a98228/kensyumoushikomi/r4_ikukyunakama_koryukai.html 

※復帰職員には、締切後１週間以内に、ご本人と所属長（又は、受講者の服務について決裁権限を 

有する担当課長）宛に受講決定のメールをお送りします。 

※職場・自宅で受講される方には、後日オンライン研修用の URL とパスコード、資料等をメール 

で送付します。職員研修所からのメールを受け取れるよう、設定を確認しておいてください。 

 

 

 

（1）職員研修所にて受講される職員は、研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過 

の場合は、受講を見合わせてください。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）職員研修所にて受講される職員は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）服務については以下ご参照ください。 

    ◎上記２.の対象者のうち、①の育児休業取得中の職員 

     本研修への参加は職務外の取扱いとなり、旅費の支給等はできません。 

    ◎上記２.の対象者のうち、②の育児休業から復帰している職員 

     本研修は職務としてご参加いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・旅費の支給等） 

     を行ってください。 

 （５）託児サービスはありません。職員研修所での受講は、お子さま連れでの参加はできません。 

 （６）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。 

（手話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないような机の配置を配慮して 

ほしいなど） 

     

 

 

（担当）行財政局職員研修所 中川・豊洲 

    〒651-0083 神戸市中央区浜辺通 5-1-14 神戸商工貿易センタービル 22 階 

(Tel)(内線)7908 (直通) 078-221-3888  

(Fax) 078-265-0175 (E-mail) kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 

５．参加申込  
 

6．その他 
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実務経験を持った若手職員が、自治体予算に関する基礎知識を習得し、自治体職員として必要とされ

る考え方や姿勢を養います。また、若手職員に求められるスキルについて、個別のニーズに応じたテ

ーマを選択して研修を受講することで、自身が考えるキャリアに応じたスキルを習得します。 

 

 

                                                                      
 
 
 

（１） 基本研修 
 

自治体予算に関するテキストの自学自習及びレポート作成・提出。 
※本講座の受講対象者である採用２年目職員へは、詳細を個別に案内しています。 

 
 

（２） テーマ別研修 
テーマは、採用２・３・５年次研修共通です。 
以下のAグループから2テーマまたはBグループから1テーマ、希望するテーマの研修を受講してくだ
さい。テーマの選択にあたっては、現在の職場で求められるスキルや自身のキャリア形成に必要なス
キルなど、自身の課題に応じたテーマを選択するよう、必要に応じて職場の上司の助言を受けてくだ
さい。 
研修テーマの詳細は、P1２「採用２・３・５年次研修 テーマ一覧」を参照してください。 
 

    A グループ：動画研修（１テーマあたり所要時間 120～180 分） 

テーマ 研修名 

A-１ 論理的な文章力向上研修 

A-２ レジリエンス研修 

A-３ キャリア形成支援研修 

A-４ クレーム対応研修 

A-５ 仕事力向上研修 

    

 

対象者 受講講座 申込み その他 

① 採用後２年目の 

一般行政職員等 

（令和３年度採用者） 

■基本研修 

自治体予算に関するレポート作成 

■テーマ別研修（選択制） 

不 要 

(対象者へ E メー

ルで個別案内を

送付しています) 

 

 

②上記以前に採用され

た職員で受講を希望

する職員 

■テーマ別研修（選択制）  

必要 

４．申込方法のとお

り、お申込みくださ

い。 

③外郭団体固有職員で受

講を希望する職員 

■テーマ別研修（選択制）  

必要 

４．申込方法のとお

り、お申込みくださ

い。なお、外郭団体

固有職員は、５.その

他(２)に記載の受講

料等が必要です。 

 

採用２年次職員研修 

１．目 的 

３．カリキュラム 

２．対象者 

6



 

B グループ：研修動画（約 60 分）視聴後に集合研修（半日）を受講 

テーマ 研修名 

B-１ 業務改善研修 

B-２ アサーティブコミュニケーション研修 

B-３ ロジカルシンキング研修 

B-４ クリティカルシンキング研修 

B-５ ラテラルシンキング研修 

 

■受講修了条件 

   以下の①または②の要件を満たすことで受講修了とみなします。 

 

① A グループから２テーマ受講 

② B グループから１テーマ受講 

 

※ただし、「A-３ キャリア形成支援研修」については、採用５年次までに必ず受講してください。受

講モデルを掲載しておりますので、P17「受講モデル例（採用２・３・５年次研修）」を参考にして

ください。 

※研修テーマは年度ごとに変更する場合があります。 

  ■受講期間 

   令和４年９月 12 日（月）～12 月９日（金） 

 

 
（１）受講を希望される方は、下記のURLから、お申込みください。   【締切：９/２（金）】 

申込時に、上記３．（２）テーマ別研修の受講希望テーマを回答してください。 
   ▼インターネット用PC からアクセスしてください  

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/20220203nenji  
※上記URLをPDF中でコピー＆ペーストすると文字化けが発生する場合があります。アクセスエ

ラーが発生した場合は、URLが正しいか確認して、再度お試しください。 

（２）職員研修所で、希望された研修の割当を LMS（学習管理システム）上で行います。受講準備が整い

ましたら、職員研修所より受講方法等について E メールで連絡いたしますので、受講期間内に LMＳ

でご受講ください。 

 

 

 

（１）本研修は職務としてご受講いただきます。 

（２）外郭団体固有職員については、5,000 円の受講料・神戸市 LMS(学習管理システム)アカウント利

用料（P.22）が必要です。 

また外郭団体固有職員は、神戸市 LMS アカウントの付与対象外であるため、９月２日（金）ま

でに神戸市 LMS(学習管理システム)アカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員 申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

【行財政局職員研修所：藤田・柳瀬・高橋 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

５．その他 

４．申込方法 
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実務経験を持った若手職員が、市政課題への問題意識を持つとともに、広い視野で神戸市の将来と自

分自身が果たすべき役割について理解します。また、若手職員に求められるスキルについて、個別の

ニーズに応じたテーマを選択して研修を受講することで、自身が考えるキャリアに応じたスキルを習

得します。 

 

 

                                                                      
 
 
 

（１） 基本研修 
以下の研修動画をLMS（学習管理システム）上で視聴します。 

 講義 担当課 所要時間（目安） 

今西副市長講話 — 20 分 

神戸市の財政・主要施策 行財政局財務課 40～50 分 

人材育成基本計画 行財政局人事課 30～40 分 

健康管理 行財政局厚生課 20 分 

契約事務 行財政局契約監理課 30 分 

 
（２） テーマ別研修 

テーマは、採用２・３・５年次研修共通です。 
以下のAグループから2テーマまたはBグループから1テーマ、希望するテーマの研修を受講してくだ
さい。テーマの選択にあたっては、現在の職場で求められるスキルや自身のキャリア形成に必要なス
キルなど、自身の課題に応じたテーマを選択するよう、必要に応じて職場の上司の助言を受けてくだ
さい。 
研修テーマの詳細は、P1２「採用２・３・５年次研修 テーマ一覧」を参照してください。 
 

   A グループ：動画研修（１テーマあたり所要時間 120～180 分） 

テーマ 研修名 

A-１ 論理的な文章力向上研修 

A-２ レジリエンス研修 

対象者 受講講座 申込み その他 

① 採用後３年目の 

一般行政職員等 

（令和２年度採用者） 

■基本研修 

■テーマ別研修（選択制） 

不 要 

(対象者へ E メー

ルで個別案内を

送付しています) 

 

 

②上記以前に採用され

た職員で受講を希望

する職員 

■基本研修 

■テーマ別研修（選択制） 

 

必要 

４．申込方法のとお

り、お申込みくださ

い。 

③外郭団体固有職員で受

講を希望する職員 

■テーマ別研修（選択制）  

必要 

４．申込方法のとお

り、お申込みくださ

い。なお、外郭団体

固有職員は、５.その

他(２)に記載の受講

料等が必要です。 

 

採用３年次職員研修 

１．目 的 

３．カリキュラム 

２．対象者 
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A-３ キャリア形成支援研修 

A-４ クレーム対応研修 

A-５ 仕事力向上研修 

    

B グループ：研修動画（約 60 分）視聴後に集合研修（半日）を受講 

テーマ 研修名 

B-１ 業務改善研修 

B-２ アサーティブコミュニケーション研修 

B-３ ロジカルシンキング研修 

B-４ クリティカルシンキング研修 

B-５ ラテラルシンキング研修 

 

■受講修了条件 

   以下の①または②の要件を満たすことで受講修了とみなします。 

 

① A グループから２テーマ受講 

② B グループから１テーマ受講 

 

※ただし、「A-３ キャリア形成支援研修」については、採用５年次までに必ず受講してください。受

講モデルを掲載しておりますので、P17「受講モデル例（採用２・３・５年次研修）」を参考にして

ください。 

※研修テーマは年度ごとに変更する場合があります。 

  ■受講期間 

   令和４年９月 12 日（月）～12 月９日（金） 

 

 
（１）受講を希望される方は、下記のURLから、お申込みください。   【締切：９/２（金）】 

申込時に、上記３．（２）テーマ別研修の受講希望テーマを回答してください。 
   ▼インターネット用PC からアクセスしてください  

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/20220203nenji  
※上記URLをPDF中でコピー＆ペーストすると文字化けが発生する場合があります。アクセスエ

ラーが発生した場合は、URLが正しいか確認して、再度お試しください。 

（２）職員研修所で、希望された研修の割当を LMS 上で行います。受講準備が整いましたら、職員研修所

より受講方法等について E メールで連絡いたしますので、受講期間内に LMS でご受講ください。 

 

 

 

（１）本研修は職務としてご受講いただきます。 

（２）外郭団体固有職員については、5,000 円の受講料・神戸市 LMS(学習管理システム)アカウント利

用料（P.22）が必要です。 

また外郭団体固有職員は、神戸市 LMS アカウントの付与対象外であるため、９月２日（金）ま

でに神戸市 LMS(学習管理システム)アカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員 申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

【行財政局職員研修所：藤田・柳瀬・高橋 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

５．その他 

４．申込方法 
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実務経験を持った若手職員が、市政課題への問題意識を持つとともに、広い視野で神戸市の将来と自

分自身が果たすべき役割について理解します。また、若手職員に求められるスキルについて、個別の

ニーズに応じたテーマを選択して研修を受講することで、自身が考えるキャリアに応じたスキルを習

得します。 

 

 

                                                                      
 
 
 

（１） 基本研修 
今西副市長講話の動画（所要時間約20分）をLMS（学習管理システム）上で視聴します。 

 
（２） テーマ別研修 

テーマは、採用２・３・５年次研修共通です。 
以下AグループまたはBグループから自身の希望するテーマの研修１つと「A-３ キャリア形成支援研
修」【全員必須受講】の計２つのテーマを受講してください。テーマの選択にあたっては、現在の職
場で求められるスキルや自身のキャリア形成に必要なスキルなど、自身の課題に応じたテーマを選択
するよう、必要に応じて職場の上司の助言を受けてください。 
研修テーマの詳細は、P1２「採用２・３・５年次研修 テーマ一覧」を参照してください。 
 

   A グループ：動画研修（１テーマあたり所要時間 120～180 分） 

テーマ 研修名 

A-１ 論理的な文章力向上研修 

A-２ レジリエンス研修 

A-３ キャリア形成支援研修【全員必須】 

A-４ クレーム対応研修 

A-５ 仕事力向上研修 

    

 

 

対象者 受講講座 申込み その他 

① 採用後５年目の 

一般行政職員等 

（平成 30 年度採用者） 

※係長級職員は対象外 

■基本研修 

■テーマ別研修（選択制） 

不 要 

(対象者へ E メー

ルで個別案内を

送付しています) 

 

 

②上記以前に採用され

た職員で受講を希望

する職員 

■基本研修 

■テーマ別研修（選択制） 

 

必要 

４．申込方法のとお

り、お申込みくださ

い。 

③外郭団体固有職員で受

講を希望する職員 

■テーマ別研修（選択制）  

必要 

４．申込方法のとお

り、お申込みくださ

い。なお、外郭団体

固有職員は、５.その

他(２)に記載の受講

料等が必要です。 

 

採用５年次職員研修 

１．目 的 

３．カリキュラム 

２．対象者 
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B グループ：研修動画（約 60 分）視聴後に集合研修（半日）を受講 

テーマ 研修名 

B-１ 業務改善研修 

B-２ アサーティブコミュニケーション研修 

B-３ ロジカルシンキング研修 

B-４ クリティカルシンキング研修 

B-５ ラテラルシンキング研修 

 

■受講修了条件 

   以下の①②の要件を両方とも満たすことで受講修了とみなします。 

 

① 「A-３ キャリア形成支援研修」受講 

② A または B グループから１テーマ受講 

 

 

  ■受講期間 

   令和４年９月 12 日（月）～12 月９日（金） 

 

 
（１）受講を希望される方は、下記のURLから、お申込みください。   【締切：９/２（金）】 

申込時に、上記３．（２）テーマ別研修の受講希望テーマを回答してください。 
   ▼インターネット用PC からアクセスしてください  

 https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/202205nenji 
※上記URLをPDF中でコピー＆ペーストすると文字化けが発生する場合があります。アクセスエ

ラーが発生した場合は、URLが正しいか確認して、再度お試しください。 

（２）職員研修所で、希望された研修の割当を LMS 上で行います。受講準備が整いましたら、職員研修所

より受講方法等について E メールで連絡いたしますので、受講期間内に LMS でご受講ください。 

 

 

 

（１）本研修は職務としてご受講いただきます。 

（２）外郭団体固有職員については、5,000 円の受講料・神戸市 LMS(学習管理システム)アカウント利

用料（P.19）が必要です。 

また外郭団体固有職員は、神戸市 LMS アカウントの付与対象外であるため、９月２日（金）ま

でに神戸市 LMS(学習管理システム)アカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員 申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

【行財政局職員研修所：藤田・柳瀬・高橋 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

５．その他 

４．申込方法 
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採用２・３・５年次研修（テーマ別研修）共通の 10 テーマから、ご自身の希望するテーマの研修を受

講してください。 

 

 

（A-１）論理的な文書力向上研修 

講師 
株式会社 BCL 別所

べっしょ

 栄
えい

吾
ご

 氏 

目的 論理的な思考・伝達方法を学ぶことで、業務上の本質的な問題を発見するスキル

を習得する。市民や関係者へ簡潔かつ明快に伝達するために、読み手に誤解なく

伝わる論理的な文章の書き方について学ぶ。 

カリキュラム １．研修のねらいと概要 

文章・文書作成の基本、文章構造 

２．「なぜ」と「誰」を考えて「内容」を決める 

文章構造、論理的な文章の組み立て 

３．根拠を展開する 

論理的な文章の組み立て 

４．総合演習 

文章作成演習、事前課題のリライト 

※本研修は事前課題と確認テストがあります 

 

（A-２）レジリエンス研修 

講師 
株式会社ヒューマンブリッジ 赤田

あ か だ

 岳彦
たけひこ

 氏 

目的 困難な状況に立ち向かう強さや、出来事を柔軟に受け止める考え方、自らメンタ

ルを立て直す方法を習得する。 

カリキュラム １．オリエンテーション 

ポジティブマインドセット 

２．イントロダクション 

ストレスへの誤解、ストレスとレジリエンスの関係 

３．レジリエンスとは 

レジリエンスの定義とイメージ、レジリエンスが高い人 

４．レジリエンスの高め方 

アップダウングラフの作成 

５．レジリエントな思考を養う 

  アップダウンの原因、ネガティブ感情の弊害、ネガティブ感情のラベリング、 

自分の思い込みの癖への検証・対処、科学的な気晴らし方法 

６．強みの把握と活用 

  強みを活かすことの効用、自分の強みを知り活用を考える 

７．最高の自分を想像する 

  明日から行う３つのこと 

８．まとめ 

※本研修は確認テストがあります 

 

 

 

 

採用２・３・５年次研修 テーマ一覧 

A グループ：動画研修（約 120～180 分間） 
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（A-３）キャリア形成支援研修  

講師 
一般社団法人日本経営協会 代田

し ろ た

 敬子
け い こ

 氏 

目的 これまでの職務経験を振り返りながら、今後のキャリアについて考える。 

また、組織に求められること、自分のできること、今後やりたいことを整理し、

目標設定を行い、主体的に考え行動ができる人材へと成長する。 

カリキュラム １．オリエンテーション 

  キャリアデザインはなぜ必要か、VUCA の時代とこれからのキャリア 

２．キャリアとはなにか 

  キャリアという言葉の持つ意味、内的キャリアと外的キャリア 

３．これまでのキャリアを振り返る① 

  人生曲線を描いてみよう、曲線に現れるものに気づく 

４．これまでのキャリアを振り返る② 

  職業経験の棚卸し、培ってきたものを祝福し受け取る、 

ラーニングとアンラーニング 

５．今を大切に生きる 

  Will/Can/Must の３つの輪、私の中の様々な役割、 

あなたが大切にしている価値観 

６．これからのあなたのキャリア 

  計画された偶然性理論、計画された偶然を引き起こす５つの力 

７．まとめ 

  自分の人生の最高経営責任者になろう、より望ましい未来に近づくための第

１歩 

 

（A-４）クレーム対応研修 

講師 
株式会社東京リーガルマインド 岡井

お か い

 保
やす

千代
ち よ

 氏 

目的 一般的なクレームに対処するための基礎的知識を学ぶとともに、具体的な対応事

例を学び、実践的なクレーム対応のスキルを習得する。 

カリキュラム １．オリエンテーション 

  クレーム対応の心得、クレームの構造、クレーム対応のプロセス 

２．クレームの基礎理解 

  近年のクレームの背景、クレームの種類と見極め、 

自治体のクレーム対応「上位３案件」、不適切なクレーム対応の３つの要因 

３．正当要求への対応 

  クレーム対応の基本手順、上司へ引き継ぐポイントを理解する 

４．クレーム対応時におけるヒアリング技術 

  積極的傾聴の姿勢、受容の姿勢、共感を表す姿勢、質問技術 

５．対応困難なクレームへの対処 

  クレーム対応の応用編 

６．まとめ 

※本研修は、研修の受講前後に確認テストがあります。 

 

（A-５）仕事力向上研修 

講師 
株式会社ヒューマンアクティベーション 小西

こ に し

 繁
しげ

雄
お

 氏 

目的 仕事の質・スピードを高めることで、問題解決・新たな課題に対して、自ら考え、

行動できる力を養い、総合的な仕事力の向上を図る。 
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カリキュラム １．オリエンテーション 

  総合的な仕事力を高める必要性、仕事力の向上で実現できること 

２．段取り力 

  仕事を納期通りに進めるため段取りのポイント 

３．業務分析力 

  自身の業務の書き出し・分類、業務の改善点を見つける 

４．タイムマネジメント 

  タイムマネジメントの目的、優先順位のつけ方のポイント 

５．整理整頓力 

  ルールと処理手順の作り方、電子データの整理方法 

６．スピードアップ力 

  仕事のスピードアップを阻害するもの、スピードアップのための習慣づくり 

７．コミュニケーション力 

  関係形成とストローク、ストロークの種類と具体的な言葉かけ例 

８．報連相 

  報告・連絡・相談の内容整理、報連相のポイント 

９．対話力 

  対話をする際に重要なイメージ 

10．仕事力向上プランの作成 

※本研修には確認テストがあります。 

 

 

 

 

※集合研修は、令和４年 11 月～令和５年１月に実施予定です。お申込みいただいた方には、受講日

程が決定次第、改めて通知いたします。 

 

（B-１）業務改善研修 

目的 業務改善の手法を学ぶとともにその実践を通じて、新たな課題にチャレンジでき

る実践・応用力の早期向上および組織の一員としての意識・能力の向上を図る。 

カリキュラム 
【動画研修】講師：株式会社インソース 古木

ふ る き

 孝
たか

典
のり

 氏 

０． はじめに～業務改善とは何かを考える 

１． ステップ①改善対象の抽出 

２． ステップ②テーマの選定～改善対象の絞り込み 

３． ステップ③現状分析 

４． ステップ④原因追究 

５． ステップ⑤目標設定 

６． ステップ⑥対策の立案・検討 

７． ステップ⑦対策の実施 

８． ステップ⑧効果の確認 

９． ステップ⑨改善の定着・継続 

10．業務改善企画書の作成 

【集合研修】講師：未定 

職場の課題の共有や解決に向けてグループディスカッションを通じて、実際に職

場で業務改善に取り組むための応用力を身につけます。 

※事前・事後課題が課される場合があります。 

 

 

 

 

B グループ：動画研修（約 60 分間）視聴後に集合研修（半日）を受講 
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（B-２）アサーティブコミュニケーション研修 

目的 感情をそのままぶつけるのではなく、相手を尊重した上で気持ちを言葉で表現し、

自分の意見・要求を伝えることができるようなコミュニケーションスキルを習得

する。 

カリキュラム 
【動画研修】講師：株式会社インソース 松尾

ま つ お

 貴志
た か し

 氏 

１．アサーティブコミュニケーションとは 

２．アサーティブに話すための４つのステップ 

３．ケースで考えるアサーティブコミュニケーション① 

４．ケースで考えるアサーティブコミュニケーション② 

【集合研修】講師：未定 

実際の職場や自治体の業務に関連する具体的な事例を使った演習を通じて、職場

で実践できるアサーティブコミュニケーションの手法を身につけます。 

※事前・事後課題が課される場合があります。 

 

（B-３）ロジカルシンキング研修 

目的 論理的な思考・伝達方法を学ぶことで、業務上の本質的な問題を発見するスキル

や、第三者へ簡潔かつ明快に伝達するために必要なスキルを習得する。 

カリキュラム 
【動画研修】講師：株式会社インソース 永渕

ながぶち

 貴史
たかふみ

 氏 

１．ロジカルシンキングとは何か 

２．ロジカルシンキングの基本① ～モレなくダブりなく 

３．ロジカルシンキングの基本② ～「だから」と「どうして」 

４．ロジカルシンキングの基本③ ～演繹法と帰納法 

５．ロジカルシンキングの応用① ～仮説思考 

６．ロジカルシンキングの応用② ～フレームワーク思考 

【集合研修】講師：未定 

実際の職場や自治体の業務に関連する具体的な事例を使った演習を通じて、企

画・提案の実現や、市民への分かりやすい説明に必要となるロジカルな考え方、

伝え方を身につけます。 

※事前・事後課題が課される場合があります 

 

（B-４）クリティカルシンキング研修（ロジカルシンキングの知識がある人対象） 

目的 論理的思考をベースに更に実証力、根拠力を高めるために批判的かつ懐疑的に問

題の本質にアプローチする思考法を学び、課題設定・解決の実践力を高める。 

カリキュラム 
【動画研修】講師：株式会社インソース 永渕

ながぶち

 貴史
たかふみ

 氏 

１．クリティカルシンキングとは 

２．クリティカルシンキングの要素 ～３つのポイント 

３．クリティカルシンキングの手順 ～３つのステップ 

４．クリティカルシンキングの注意点 ～配慮すべきこと 

【集合研修】講師：未定 

自治体に関連する具体的な事例を使った演習を通じて、物事の本質を見抜く力を

身につけ、前例や固定観念に縛られない新しい仕事のやり方を生み出すことがで

きる実践力を身に着けます。 

※事前・事後課題が課される場合があります 
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（B-５）ラテラルシンキング研修（ロジカルシンキングの知識がある人対象） 

目的 ラテラルシンキングの考え方を学ぶとともに、ラテラルシンキングを用いた、新

しい発想を生み出すワーク・演習に取り組むことで、既成の理論や概念にとらわ

れず、異なる様々な角度から物事をみる力や、自由なアイデアを生み出す方法を

習得する。 

カリキュラム 
【動画研修】講師：株式会社インソース 青野

あ お の

 祐一
ゆういち

 氏 

１．ラテラルシンキングとは 

２．ラテラルシンキングを鍛える～方法論 

３．ラテラルシンキングを鍛える～思考法 

４．ラテラルシンキングによる発想を実現するために 

【集合研修】講師：未定 

自治体に関連する具体的な事例を使った演習を通じて、新たな発想で企画・提案

をしていくためのラテラルな考え方ができるスキルを身につけます。 

※事前・事後課題が課される場合があります 
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採用２年目 

「仕事力向上研修」「クレーム対応研修」受講 

新規採用の１年間で仕事を覚えて任された仕事は

なんとかできるようになった。これからは、質とス

ピードを高めて、もっと効率的に仕事を進めたい。 

窓口職場なので、クレーム対応のコツも学びたい。 

 

 

採用３年目 

「キャリア形成支援研修」 

「論理的な文章力向上研修」 受講 

来年度は、初めての異動を経験することになりそ

う。 

将来、自分がどういうキャリアを歩みたいのか、意

向調査までにじっくり考えたい。 

また、異動後は文書作成の機会も増えるだろうか

ら、ルールに基づいたわかりやすい文書作成スキル

を学びたい。 

 

 

採用５年目 

「クリティカルシンキング研修」 受講 

ロジカルシンキングは、以前に学んだことがあった

ので、その応用編として、本質を見抜く力を養うた

めにクリティカルシンキングの手法を学びたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採用２年目 

「ロジカルシンキング研修」 受講 

上司や関係者が納得してくれる説明をすることが

難しい。仕事で関わる様々な人たちが納得したうえ

で、協力しながら、円滑に仕事を進めていけるよう

に、ロジカルシンキングのスキルを習得したい。 

 

 

採用３年目 

「業務改善研修」 

仕事にも慣れて、業務を俯瞰することができるよう

になり、現在の仕事のやり方は改善の余地があると

気が付いた。職場の皆さんが、効率的に働くことが

できるよう、業務改善の手法を学び、実践したい。 

 

 

採用５年目 

「キャリア形成支援研修」「論理的な文章力向上研

修」受講 

職場では、責任のある仕事を任されるようになり、

やりがいも大きい。仕事だけでなく、プライベート

も含めて、自分自身が成長しながら充実した人生を

おくるために、これからどういう行動をとるべきか

考えてみたい。 

 

パターン１ パターン２ 

受講モデルを紹介しますので、ご自身の課題やキャリア形成に応じたテーマを選択し、計画的に受講してください。 
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係長として求められるスキルについて、個別のニーズに応じたテーマを選択してスキルアップをす

ることにより、業務遂行能力の向上を図ります。 

 

 

係長級職員一般（外郭団体固有職員を含む） 

※例年、係長昇任 2～４年次研修として実施していますが、令和３年度の係長昇任 2～４年次研修が

中止となったため、今年度は、２～５年次研修として実施します。 

※他の年次の係長級職員の方も受講可能です。 

※今年度の係長昇任2～５年次研修対象者には、個別にご案内を送付します（令和４年８月２６日（金）

までに案内が届かない場合は、お問合せください）。 

※係長２～５年次の間に１講座以上の e ラーニング講座受講完了が研修修了要件となります。 

集合研修については任意参加とします。 

※外郭団体固有職員については、1,000 円の受講料・神戸市 LMS（学習管理システム）アカウント

利用料（ｐ22）が必要です 

申し込みの前に神戸市 LMS アカウントの付与申請が必要です。 

【外郭団体固有職員 LMS 申請フォーム】 
https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

 
①e ラーニング研修 

以下のメニューの中から、任意の研修を１つ以上選択して受講いただきます。 

 

②集合研修（任意） 

e ラーニングメニューのうち、5.困難クレーム対応 6.問題解決力向上 7.ストレスマネジメント研修 

については、集合研修を予定しています。 

実施時期：11 月中旬～12 月下旬（予定） 

受講対象：該当する e ラーニング研修受講修了者のうち希望者 
※申込方法等、詳細については別途案内いたします。 

 

No e ラーニング研修名 集合研修（任意受講）の有無 受講期間 

１ リーダーシップ研修 

なし 
令和４年８月 22 日（月）

～10 月 20 日（木） 

２ 論理的な文章の書き方研修 

３ ファシリテーション研修 

４ 説明力強化研修 

５ 困難クレーム対応研修 

あり 

 

令和４年８月 22 日（月）

～12 月 20 日（火） 
６ 問題解決力向上研修 

７ ストレスマネジメント研修 

（係長級対象） 

係長昇任 2～5 年次研修 e ラーニング申込（概要） 

１．目 的 

２．対 象 

３．実施方法 
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（１）リーダーシップ研修 

講師：（株）らしさラボ 伊庭 正康 氏 

  目的：部下職員を率い、各職場において中心的な役割を担う係長級職員が、リーダーとしての

心構えや、リーダーシップの発揮について理解を深め、周囲の職員の自発性を引き出し、

チームの活性化を図るために実践すべき具体的な行動を考える。 

  所要時間：約２～３時間 

 

     カリキュラム 

・１人１人と信頼関係を築くための「対話（聴く力）」  

・モチベーション理論 

     ・成熟度に合わせた指導法  

・成果の“出るチーム”ｖｓ“出ないチーム”の違い 

   ・チームメンバーに求める「要素」を把握する 

・リーダーに求められる職場の問題を解決する力を養う 

 

（２）論理的な文章の書き方研修       

講師：（株）BCL 別所 栄吾 氏  

  目的：論理的な思考・伝達方法を学ぶことで、業務上の本質的な問題を発見するスキルを習得

する。市民や関係者へ簡潔かつ明快に伝達するために、読み手に対して誤解なく伝わる

論理的な文章の書き方について学ぶ。 

  所要時間：約２～３時間 

 

     カリキュラム 

・研修の狙いと概要 

・「なぜ」と「誰」を考えて「内容」を決める（文章構造） 

 （１）必要性や活用目的を明確に理解する 

 （２）情報の過不足確認 

・根拠を展開する（論理的な文章の組み立て） 

 （１）段落の先頭に要約文を書く 

 （２）3 つの方で根拠を展開する 

 （３）文レベルでの表現法 

・総合演習（文章作成演習） 

 

（３）ファシリテーション研修 

講師： SMBC コンサルティング（株） 平山 陽子 氏 

  目的：会議やミーティングの場において、参加メンバーの発言を促しながら、議論を円滑に進

めるためのスキルとしてファシリテーションの手法を習得し、問題解決力・合意形成能

力等の向上を図る。 

  所要時間：約２～３時間 

 

     カリキュラム 

・ファシリテーションの理解を深める 

・無駄な会議を解消する 

・ファシリテーターに求められるスキル 

・会議の成功は事前準備と比例する 

              

４．研修内容 
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（4）説明力強化研修 

講師：（株）BCL 別所 栄吾 氏 

   目的：市民応対や上司・部下とのコミュニケーション、関係部署との連携・調整等、様々な場面

でわかりやすい説明を行うための手法を習得する。  

   所要時間：約２～３時間 

 

    カリキュラム 

・伝達技術：聞きやすく、力強く話す 

・構成技術：わかりやすく伝える構成技術 

・視覚効果：図解の技術 

・発問と質疑応答で納得と信頼を得る 

 

 

（５）困難クレーム対応研修 

講師： （株）行政マネジメント研究所 喜山 志津香 氏 

   目的：一般的な対応が困難なクレームに対処するための基礎的知識を学ぶとともに、具体的な対

応事例の紹介を通し、実践的なクレーム対応のスキルを習得する。  

   所要時間：約２～３時間 

 

    カリキュラム 

・クレームに向かう基本姿勢     ・クレーム対応の基本 

・ハードクレームに対する心得    ・ハードクレーム対応の実践的方法 

・クレームを終了させるために 

 

（６）問題解決力向上研修 

講師：（株）インソース 青野 裕一 氏 

   目的：複雑な課題に対して、問題を発見し特定する力や問題の真の原因を追及する力を身に着け、

解決すべき順位と対策、その整理方法を習得する。  

   所要時間：約２～３時間 

 

    カリキュラム 

・問題とは何か ・問題解決の流れ ・問題の発見 ・現状把握、調査 

・問題の整理  ・真因追究    ・解決策の策定・行動計画策定、実施 

 

 

（７）ストレスマネジメント研修 

講師：（株）ヒューマンブリッジ 佐々木 拓哉 氏 

   目的：自分や周囲にとってのストレス原因を理解し、適切な対処法やポジティブな思考法を身に

つけることで、ストレスへの耐性を高めるとともに、自分自身及び職場におけるモチベー

ションの維持・向上を図る。  

   所要時間：約２～３時間 

 

    カリキュラム 

    ・ストレスマネジメントとは 

・ストレスマネジメントの４つの要素 

（１）心身のポジティブさ 

（２）現実的楽観性 

（３）良好な人間関係 

（４）強みの活用 

・組織や部下の状態の理解 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS にログインし、希望する研修名を検索し、申し込んでください。 
申込方法は、P22 参照 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 
 
  

（4） 説明力強化研修 

※本研修は職務としてご受講いただきます。 

 

 

【行財政局職員研修所：中川・土田  Email：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】

 

６．その他 

５．申込方法 
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 各研修は、神戸市 LMS(学習管理システム)にログインし、当該研修のページから申し込んでくだ

さい。申し込みにあたっては、必ず所属長の了承を得てから行ってください。(担当者・係長級職員

が神戸市 LMS で申し込みする場合は、申し込み後、マネジャーへの承認依頼が E メールで通知され

ます。) 

 神戸市 LMS へは、事務処理用 PC の場合、インターネット PC からアクセスしてください。ご自

身で所有する端末(PC、タブレット、スマートフォン)からもアクセス可能です。(通信料は個人負担) 

 

神戸市 LMS <https://lms-kobe.csod.com/> 

 

 

 

 

 

 

神戸市 LMS を利用するには初期設定が必要です。以下の URL からご覧いただけます。 

<https://www.city.kobe.lg.jp/a98228/lms_kobe/faq.html> 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 １．外郭団体固有職員の神戸市 LMS アカウント利用料 

（１）年間アカウント約 1,300 円 

※ ひとつのアカウントを、複数の職員で利用することができますが、同時利用はできません。 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、職員の数のアカウントが必要です。 

（２）一時アカウントひとつのコンテンツ(★)につき約 500 円 

★コンテンツとは、e ラーニング、学習教材、集合研修などを指す 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、必要数のアカウントが必要です。 

 

 

 

 

〇 LMS(学習管理システム)のアカウント利用料について 

研修受講に関するお知らせ 
 

〇 研修の申込みについて 
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２．神戸市 LMS を利用するまでの手順 

（１）専用フォームより申請 

<https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a>  

（２）職員研修所よりアカウント付与・ユーザーID 等のご連絡 

(通常、申請日翌日より起算して５開庁日以内)  

（３）利用者が初期設定を実施する  

 

３．その他 

費用は年度末に精算します。詳細は、別途通知します。 

※ 研修受講にあたっては、神戸市 LMS アカウント利用料の他に、個別の研修の受講料、交通費が発

生します。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

内容 
1 当該研修へのアクセス ....................................................................................................... 25 

1-1.表示されている研修メニューから選択する場合 ........................................................ 25 
1-2.検索する場合 ............................................................................................................... 26 

2.申込 .................................................................................................................................... 27 
3.完了 .................................................................................................................................... 30 
4.申込からの流れ .................................................................................................................. 31 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

1 当該研修へのアクセス 

2 通りの方法があります。 
1-1.カルーセル(赤枠)から選択する場合 
赤枠をクリックします。 
※集合またはオンライン研修(e ラーニング以外)の場合は、「イベント」と表示されます。
(⻘枠) 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

1-2.検索する 
右上か中央の検索バーに、研修だよりなどに記載の研修名を入力して検索します。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

2.申込 

当該研修のページが開きます。 
「セッションの詳細」という表記で、実施日などの詳細が表示されます。 
「詳細を表示」の右をクリックすると、「申込」などが開きます。 
申し込む場合は、「申込」をクリックしてください。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

トップ画面のカルーセルに表示させたい場合は、「詳細を表示」の一時保存をクリックして
ください。 

 
学習者ホームの一時保存に表示されます。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

＜参考＞ 
「詳細を表示」をクリックすると、セッションの詳細が開きます。 

 
セッションの詳細を開いた画面です。こちらからも、申し込みや一時保存が可能です。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

3.完了 

申込が完了すると、左下に表示が出ます。また、担当者・係⻑級職員が申し込んだ場合
は、マネジャーに承認依頼が E メールで発出されます。(到達までに最大 24 時間かかる場
合があります。急ぐ場合は、マネジャーへ別途お伝えください。) 

 
この画面で、申請完了の表示を確認できます。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

4.申込からの流れ 

定員を超えている場合は、キャンセル待ちという扱いになります。(キャンセル待ちを受け
付けない研修の場合は、申し込みができません。) 

① 神⼾市 LMS で申込もしくはキャンセル待ち申込 

↓ 
※承認依頼 E メールが、申込後 24 時間以内にマネジャーへ届く。 
※急ぐ場合はマネジャーへ別途お伝えください。 

 

②(担当者・係⻑級職員のみ)マネジャーの承認 

※E メールが、マネジャー承認後、24 時間以内に申込者へ届く。 
↓ 

③(ある場合は)事前課題の受講 

↓ 

④(オンラインの場合は)URL 等の通知(E メール) 

↓ 

⑤研修への参加 

※研修への参加を確認し、研修主催者が出席登録をします。 
↓ 

⑥(ある場合は)アンケート、事後課題の提出 
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上⻑（承認者）操作マニュアル 
 

目  次 
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１. 部下の研修を承認／却下する 
部下が申込んだもしくは管理者から割り当てられた研修に上⻑の承認が必要な場合、承認依頼を確認し、承認もし
くは却下します。 
1) 承認者アカウントにてログインします。 

URL︓http://****.csod.com 
 
2) 任意画面の右上ナビゲーションメニューより「レポート」＞「標準レポート」をクリックします。 

 
 
3) 「社員情報の確認」タブより「保留中の申込」レポートをクリックします。 

 

 
4) 部下が承認待ちとなる研修一覧が表示されます。 

承認／却下するには、オプションの承認「✓」もしくは却下「×」ボタンをクリックします。 
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5) 承認もしくは却下ボタンをクリック後、コメントを⼊⼒し、「送信」をクリックします。 
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２. 部下に研修を割り当てる 
1) 学習検索から部下に割り当てしたい研修の「・・・」をクリックし、「割り当て」をクリックします。 

 
 
学習詳細ページから部下に研修を割り当てしたい場合、「割り当て」をクリックします。 
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2) 下図のように、期日設定、コメント追加、割り当て対象者を選択後、「送信」ボタンをクリックします。 

 

 

  

⇦「カレンダ」マークをクリックし、 
部下の受講期限を設定します。 

⇦コメントを記⼊します。 

⇦☑ユーザーを自動登録にチェックを⼊れます。 

⇦ステータスが「なし」となる直属の部下を選択
します。「部下を含める」チェックボックスを⼊れる
と、対象部下の部下まで割り当てされます。 

⇦自分の部下の部下たちに割り当てするに
は、「非直属の部下の選択」にて対象者を
選択します。 
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３. 部下の受講状況・受講履歴確認 
1) 任意画面の右上ナビゲーションメニューよりご自身のプロフィール写真をクリックします。 

 
 

2) 「チームの表示」ボタンをクリックします。 
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3) ご確認されたい部下の名前をクリックします。 

  
 

4) 上部「トレーニング受講リスト」をクリックし、デフォルトとして「アクティブ」の研修が表示されており、部下が受講中およ
び受講予定の状況を確認することができます。 
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5) ステータスのフィルタを「完了」にし、部下過去の受講歴を確認することができます。 

 

 
以上 
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